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第15回医療の質・安全学会学術
集会はWEB開催となった

＊「経腸栄養分野の小口径コネクタ製品に係る旧規格製品の出荷期間の延長について」（2021年2月16日　医政安発0216第5号、薬生薬審・薬
生機審・薬生安発0216第1号）により延長

チューブや医療機器の誤接続による事故を防ぐた

め、誤接続防止コネクタの国際規格（ISO［IEC］

80369シリーズ）が段階的に導入されています。医療

機器の接続に使用される小口径コネクタ（内部直径

8.5mm以下）を対象としており、その区分は6つの製

品分野（p.3表）。新規格製品と既存規格製品の接続が

できなくなるのは「皮下注射および血管系等」を除く

5分野です。すでに2018年から神経麻酔と経腸栄養の

2分野で製品の切り替えが進められており、いずれも

既存規格製品の出荷終了期日（神経麻酔分野：2020

年2月末、経腸栄養分野：2022年11月末＊）までに切

り替えを完了する必要があります。

神経麻酔分野は使用が限られていますが、経腸栄

養分野については、機器を使用する患者数が多く、

流通する範囲も医療機関、高齢者施設、在宅と広い

ため、切り替えには工夫が必要となります。パネル

ディスカッションの座長を務めた中島勧先生は「経

腸栄養用コネクタは、経腸栄養用カテーテルや胃ろ

う用カテーテル、栄養用シリンジなどさまざまな製

品で用いられます。院内だけでなく、むしろ院外で

使用されることが多く、多職種がかかわります。で

すから、この切

り替えに際して

は、地域の安全

を担うという視

点をもつことが

重要です」と述

べました。

埼玉医科大学病院では、神

経麻酔分野と経腸栄養分野の

切り替えを同時に進めました。

前者については、院内の限定

的な場面での使用だったため

スムーズに導入を完了。一方、

後者は院内全体で使用されており、院外での使用を考

慮する必要性があるため、課題をあぶり出しながら、

解決法を探っていきました。

鹿又先生は、まず情報を集め、院内関連部署と共有

して、問題点を明らかにしていきました。特に問題で

あったのは、誤接続防止コネクタへの切り替えが院内

外の現場で周知されていないことでした。そこで、院

内については、リリースや委員会での情報発信、各部

署へのラウンドなどを行い、切り替えの内容とともに

具体的なスケジュールを伝えるようにしました。また、

周辺施設については、埼玉県西部圏118施設に案内書

を送付し、切り替えの内容と同院の方針、スケジュー

ルを連絡しました。同時に、同院から転出する患者さ

んについては、一定期間は変換コネクタ（新規格製品

と既存規格製品が混在する場合に使用）を提供する方

針も伝えました。

経腸栄養用コネクタは地域で使用される期間が長い

ため、鹿又先生は地域連携がさらに必要と考え、地域

現在国際規格に基づいた誤接続防止コネクタの段階的導入が進んでおり、対象となる6つの製品分野
のうち「神経麻酔」「経腸栄養」の切り替えが行われています。今回は、使用機会の多い経腸栄養分
野の切り替えにおいて、具体的にどのような取り組みが行われているのか、第15回医療の質・安全
学会学術集会 パネルディスカッション「地域連携で誤接続防止コネクタの導入を成功させる」（Web
開催：2020年11月23日LIVE配信）から2題の演題をリポートします。

経腸栄養分野の
誤接続防止コネクタの導入を
地域連携によって進めるために
第15回医療の質・安全学会学術集会パネルディスカッションから

注目の話題

vol.15

埼玉医科大学病院における誤接続防止
コネクタ製品導入の取り組み
埼玉医科大学病院医療安全対策室 鹿又一洋先生

座長を務めた中島勧先生（現埼玉医科
大学総合医療センター 医療安全管理学 
教授）
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4題の講演の後ディスカッションが行われた

ディスカッションでは座長も含め熱心に意見交換する様子がみられた

当日会場でLIVE配信を行った先生方

LIVE配信が行われた会場の様子

ISO 80369-2
ISO 80369-3＊1

ISO 80369-4
IEC 80369-5＊1

ISO 80369-7＊1

ISO 80369-6＊1

表 国際規格（ISO［IEC］80369シリーズ）の
制定が進められている6分野

＊1  規格はすでに制定済み
＊2  神経麻酔分野（ISO 80369-6）の対象となる小口径コネクタ製品

は、麻酔用滅菌済み穿刺針など「神経麻酔分野の小口径コネクタ
製品の切替えについて」（2017年12月27日通知）の別添表に示す
もの。なお、施術部位や手技にかかわらず、皮下用の注射針等は神
経麻酔分野の対象にならない

＊3  皮下注射および血管系等のコネクタは、新規格製品となっても既
存製品コネクタとの接続が可能

規格番号 製品分野
呼吸器システムおよび気体移送
経腸栄養
泌尿器
四肢のカフ拡張

皮下注射および血管系等＊3

神経麻酔（脊椎麻酔、硬膜外麻酔およ
び神経ブロック）＊2

の医療施設と在宅関連施設に対してセミナーを実施。

患者さんへの情報提供として、外来等でも診療とは別

の説明機会を設けることとしました。

「地域での連携不足は患者さんの不利益につながっ

てしまう。基幹病院、メーカー、周辺施設が、危機感

をもって密接に情報共有することが切り替えを成功さ

せる道です」と鹿又先生。さらに、地域全体での切り

替えになるため、期限間際になると製品が不足するリ

スクもあり、早めの進行を呼びかけました。

ひだかK&F訪問看護ステー

ションでは、切り替えに際し、

まずスタッフが連携先である

訪問診療クリニックでの説明

会に参加し、社内のグループ

ウエアを利用して情報を発信

しました。同ステーションでは、2020年11月時点で、

経腸栄養を施行している利用者さん14名のうち13名

が既存規格製品の使用者。近隣の病院・クリニックや

訪問診療では切り替えが行われておらず、ほかの訪問

看護ステーションや訪問介護事業所も含め、地域では

まだまだ周知されていないのが現状だといいます。甲

斐先生は「基幹病院が新規格製品の導入を決めたら、

なるべく早く地域への情報発信を行ってほしい。それ

により、地域での情報受信のスイッチが入ります。そ

の後は、地域内で積極的な情報共有を行い、隅々まで

情報を拡散することが必要になると考えています」と

述べました。切り替えには時間を要することから、早

い段階での対応が望ましいとしました。

また、医療機関退院時に訪問看護が導入になるケー

スが多いことから、今後は使用している医療製品の種

類も情報として共有することが必要です。また、新規

格製品に準じた新たな手技や変換コネクタの使用法な

どを、地域の医療者だけでなく、利用者さんや家族に

も習得してもらわなければなりません。同ステーショ

ンでは、実際の製品に触れられる機会を設け、そのう

えで個々の利用者さんの状況を考慮したサポートを目

指しているといいます。「施設によって利用状況が異

なるので、それぞれの施設で予測される問題に見合っ

た導入方法を検討することが重要になります」と甲斐

先生は話しました。

当訪問看護ステーションにおける誤接続
防止コネクタ切り替え方法の検討

K&F株式会社 ひだかK&F訪問看護ステーション
事業所長　甲斐伸之先生
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看護協会わが
紹介します！ 全国都道府県看護協会をぐるっと巡る

えてきましたが、それらは看護のみで解決できるこ

とではありません。しかし、思うような看取りがで

きず苦しんでいる看護職たちが自らの方向性を見出

す機会をもてたことには意義があったと思います。

さらに、どのような状況下でも最善の看護をするた

めに何ができるかを考えるきっかけにもなりました。

看護職が助け合いながら
経験を重ねることで学んでいく

　2021年2月27日には意見交換会の第2弾として

「クラスター発生施設における看護支援」を開催し

ました。コロナ禍で奮闘してくれた看護職の活動か

ら学ぼうというもので、石川県内で5月、北海道で

12月にクラスターが発生した施設に応援に行った

看護職5名がその実践を話しました。受け入れ側も

支援する側もスタッフは限られており、厳しい状況

のなかでの看護でしたが、どのように助け合い、ど

のようなやり方で支援を行ったかを知ることができ

これまでとは異なる「看取り」
その実際を意見交換会で共有

　2019年に初めて確認されて以来、世界を席巻す

る新型コロナウイルス感染症。石川県でも累計

2520名の感染者が確認され（2021年5月1日現在）、

防護服での処置・看護、多様化する業務など、専門

病床を有する医療機関で働く看護職の大変な様子が

報告されています。そのようななか、見過ごされが

ちなのが「看取り」です。新型コロナウイルス感染

症によるわが国の死亡率は約1.7%（2021年5月1日

現在）と世界との比較では少ないとされますが、残

念ながら亡くなる方はおり、これまでとはまったく

異なる環境下での看取りが行われています。そして、

その多くの処置・対応を担う看護職は、互いに顔を

見ることもなく家族との別れを迎える患者さんの気

持ちや尊厳について「これでいいのだろうか」とい

う思いを抱えざるを得ません。

　石川県看護協会では、このような現状を踏まえ、

「新型コロナウイルス感染症の対応に係る意見交換

会」を実施することにしました。その第1弾として、

2020年12月19日に行ったのが「コロナ禍の尊厳あ

る看取りまでの看護」

です。コロナ専門病

棟で実際に看取りを

体験した看護職6名に

よる発表が行われ、

何を考えどのように

取り組んだか、その

現状を共有しました。

さまざまな課題もみ

コロナ禍のなか看護職が抱える心の重さを
共有し次につなげるためにできることを

石川県看護協会
会長
小藤幹恵さん
看護職の皆さんには、自分自身
がもっている力を過小評価せ
ず、ポジティブに進んでほしい
と思います。普段やっているこ
とがコロナ禍でも生きてくる。
知恵を出し合い、切磋琢磨して
看護を作り上げてください。石川県看護協会

vol.8

「新型コロナウイルス感染症の対応に係る意見交換会」は、第1弾・第2弾とも
コロナ禍の現状や看護職の思いに触れる貴重な機会となった

会長の小藤幹恵さん
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